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 [Overview and purpose of the course]
　地球の総人口の爆発的な増加に加えて、発展途上国の生活スタイルがエネルギー多消費型に移行
すると、化石資源の燃焼による二酸化炭素の排出量が加速度的に増大し、その結果、我々をとりま
く地球生存圏の炭素平衡は破綻に向かうと予想されている。一方で、容易に採掘できる石油などの
化石資源の枯渇が社会経済活動に深刻な打撃を与えることも指摘されている。我々が直面するこう
した資源・環境問題を解決するためには、社会の基盤を石油などの化石資源の大量消費から再生可
能な太陽エネルギーの循環利用に転換することが何よりも必要である。
　本講義では、植物資源を中心とした様々な生物資源の利用法として、植物の生産する生理活性物
質や植物と土壌微生物の相互作用、木質バイオマスとして重要な植物細胞壁の生合成と生分解、ま
たそれを含む様々な生物資源をエネルギー、化学資源、機能性材料へと変換する方法を紹介し、こ
れらが持続的生存圏の創成に果たす役割について考える。生物資源の利用による地球環境の改善は、
科学技術のみでは達成されず、法律や経済、地域問題を含めた社会の仕組みを変革することが必要
である。理系学生のみならず、文系学生にも参加していただき、ともに持続的な社会のあり方とそ
れに向けての方策を考えたい。

 [Course objectives]
・植物資源を中心とした様々な生物資源の持続的生存圏創成における役割を理解する。
・植物資源を中心とした様々な生物資源の利用を推進する上で重要な社会的課題について問題意識
をもち、その課題の重要性や解決法について自らの言葉で意見を発信できるようにする。

 [Course schedule and contents)]
化石資源依存型社会から、バイオマス資源の変換・利用を基盤とした持続可能な社会へ移行する必
要性を、最新の研究成果を紹介して、講義する。文系学生にも配慮した講義内容とする。具体的内
容は、以下の通りであり、各項目について2回程度講義する。

（１）ガイダンス（杉山）
本講義のすすめ方と概要、持続的な生存圏を創成する意義等について紹介すると共に、森林圏によ
る二酸化炭素の固定や生存圏の炭素、窒素循環について解説を行う。
（２）生理活性のある植物二次代謝産物（杉山）
　植物の生産する生理活性物質の生合成や蓄積機構を説明するとともに、それらのヒトの生活との
関わりを紹介する。
（３）根圏微生物と生存圏の物質循環（杉山）
　食料の安定生産や、生存圏の炭素、窒素循環に関与する根の周りの微生物の機能を説明する。
（４）木質バイオマスの生合成・生分解・代謝工学（飛松）
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生存圏の科学概論II(2)

　木質バイオマスの実体をなすのは陸上植物が太陽エネルギーより作り出す細胞壁である。植物細
胞壁を構成する高分子成分の構造と生合成ならびに生分解について概説し、また植物分子育種技術
による植物細胞壁の改質研究についても紹介する。
（５）木質バイオマスの変換利用（飛松）
　化石資源に代わり木質バイオマスから、化学的・生物化学的手法によりエネルギー、燃料、化学
品などを生産するプロセスを説明するとともに、木質バイオマス産業がもたらす社会や環境へのイ
ンパクトを説明する。
（６）植物進化と樹木の構造（阿部）
　植物がその進化の過程により獲得した構造および機能について概説しながら、地球上で最も大き
な生物である樹木がその巨大な体を支える機構について説明する。
（７）生物を支える複合構造（阿部）
植物細胞壁や、甲殻類・昆虫類の外骨格に採用されている繊維強化複合構造を中心に、様々な生物
がその体を支えている構造および機能について説明する。
（８）生物由来のナノ材料（阿部）
近年、その利用に注目が集まっている植物由来のセルロースナノファイバーおよびカニ殼等から単
離されるキチンナノファイバーについて、その性質、単離法および応用例について最新の事例を交
えて説明する。
（９）フィードバック
フィードバック方法は別途連絡します。

 [Course requirements]
None

 [Evaluation methods and policy]
レポートにより評価する。

 [Textbooks]
Not used
 [References, etc.]
  （References, etc.）
水谷正治、士反伸和、杉山暁史 （編集） 『基礎から学ぶ植物代謝生化学』（羊土社）

  （Related URL）
 http://www.rish.kyoto-u.ac.jp/

 [Study outside of class (preparation and review)]
授業後に、講義内容を復習し、理解度が十分でない点や疑問点を整理する。

 [Other information (office hours, etc.)]
 


